
 

正 誤 表 

 

「看護学テキスト NiCE 成人看護学 成人看護技術（改訂第 2版 第 1刷）」 

下記の箇所に誤りがございました。謹んでお詫びし訂正いたします。 

 

頁 該当箇所 誤 正 

78 本文 2行目 先端にレンズと光源をもつ 先端に対物レンズと照明レンズをもつ 

79 本文 6行目 レーザー アルゴンプラズマ凝固波 

79 本文 10行目 浸潤範囲 病変範囲 

79 本文 12行目 たとえば，ヨード たとえば，食道においてヨード 

80 

必要物品の 

2～4行目 

咽頭麻酔薬，消化管ガス排除薬（ガス

コン水），鎮痙薬（抗コリン薬），鎮静

薬 

麻酔薬，消化管ガス駆除薬，経鼻の場

合は血管収縮薬，必要に応じて鎮痙薬

（抗コリン薬），鎮静薬 

81 

上から 

3～13行目 

（誤） 

 

（正） 

 

  

3．内視鏡検査 81

実　施 根拠／ポイント／注意

医師の手順

前処置

●❶�消化管ガス排除薬を4〜8mLを飲んでもらう．胃の中
にまんべんなく行きわたるように仰臥位となり，左右に
体位を向けてもらう．

●❷�医師の指示により，鎮痙薬（抗コリン薬）を筋肉内注射
する．

●❸�キシロカインビスカスを咽頭部に約5分間とどめても
らい咽頭麻酔を行う．5分経過した後にキシロカインビ
スカスを吐き出してもらう．
▶�スコープが咽頭部を通過する際の苦痛を軽減するため．
▶麻酔のかかり具合によってキシロカインスプレーを追
加することがある．

検査中

●❶必要に応じて介助し，寝台に左側臥位になってもらう．
▶�胃の形に沿って内視鏡を挿入しやすくするため．

●❷検査中は腹式呼吸をするよう説明する．

●❸�検査中は発声できないことを伝えておき，意思表示の合
図を決めておく．

●❹口から挿入する場合は，マウスピースをくわえてもらう．

●❺検査中は唾液を飲み込まず，膿盆に出すよう指示する．
▶�スコープが咽頭部を通過する際に嘔吐反射が出現する．

●❻患者が不安にならないように配慮する．

看護師の援助・介助

●必要に応じて看護師が介助する．

●指示箋を確認し，前投薬を実施する．

▶�胃の動きを抑制するため．

●全身状態を観察し，キシロカインショックに注
意する．

◦キシロカインショックとは，キシロカイン（一
般名：リドカイン塩酸塩）を使用した時に起こ
すアナフィラキシーショックのこと．血圧低下，
意識障害，気道閉塞などを呈し，生命の危機に
つながることがある．

●腹部の緊張をとるために，左足を軽く伸ばし，
右足は軽く屈曲するよう指示する．

必要に応じて声かけを行い，不安を軽減させる．

3．内視鏡検査 81

実　施 根拠／ポイント／注意

医師の手順

前処置

●❶�消化管ガス駆除薬（ジメチコン［ガスコンⓇ］）を 4〜
8 mLを飲んでもらう．胃の中にまんべんなく行きわた
るように仰臥位となり，左右に体位を向けてもらう．

●❷�局所麻酔を行う．�
＜経口の場合＞
リドカイン塩酸塩（キシロカインⓇビスカス）を咽頭部に約
5分間とどめてもらい咽頭麻酔を行う．5分経過した後に
キシロカインⓇビスカスを吐き出してもらう．
	根	拠� スコープが咽頭部を通過する際の苦痛を軽減するため．
▶�麻酔のかかり具合によってキシロカインⓇポンプスプレ
ーを追加することがある．

＜経鼻の場合＞
血管収縮薬（ナファゾリン硝酸塩［プリビナⓇ］など）を点鼻・
噴霧した後に，鼻腔内をリドカイン塩酸塩で麻酔する．
	根	拠� 鼻出血を予防し，鼻の痛みを予防するため．
▶�咽頭反射が強い場合には，必要に応じて咽頭麻酔を行う．

●❸�必要に応じて，鎮痙薬（抗コリン薬）を筋肉内注射する．
	根	拠� 胃の動きを抑制するため．

検査中

●❶必要に応じて介助し，寝台に左側臥位になってもらう．
▶�胃の形に沿って内視鏡を挿入しやすくするため．

●❷検査中は腹式呼吸をするよう説明する．

●❸�検査中は発声できないことを伝えておき，意思表示の合
図を決めておく．

●❹経口の場合は，マウスピースをくわえてもらう．

●❺検査中は唾液を飲み込まず，膿盆に出すよう指示する．
▶�スコープが咽頭部を通過する際に嘔吐反射が出現する．

●❻患者が不安にならないように配慮する．

看護師の援助・介助

●必要に応じて看護師が介助する．

●指示箋を確認し，前投薬を実施する．

	注	意� 全身状態を観察し，いわゆるキシロカイン
ショックに注意する．

◦キシロカインショックとは，リドカイン塩酸塩
（キシロカインⓇ）を使用した時に起こすアナフィ
ラキシーショックのこと．血圧低下，意識障害，
気道閉塞などを呈し，生命の危機につながるこ
とがある．

●腹部の緊張をとるために，左足を軽く伸ばし，
右足は軽く屈曲するよう指示する．

必要に応じて声かけを行い，不安を軽減させる．



 
 

頁 該当箇所 誤 正 

82 

上から 

1～9行目 

（誤） 

 

（正） 

 

252 
中央の図の 

箇条書き 1 つ目 

●圧迫の深さ 5～6cm 以上 ●圧迫の深さ 約 5cm で，6cm を超

えない 

252 
左欄， 

下から 6 行目 

5cm 以上の深さ 約 5cm の深さ 
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第Ⅰ章　検査の介助82

●❼スコープを挿入する．

●❽�胃液の吸引，スコープのアングル操作，送気，送水しな
がら，医師による胃内の観察・写真撮影が行われる．
▶�場合により，色素散布，生検，局所注射などが行われる．

●❾生検する場合は，医師の指示による鉗子を操作する．
▶�生検後の出血には，止血剤が散布される．または，止
血剤を筋注する．

●�採取した組織片を受け取り，標本びんに入れる．

●�医師によりスコープが抜去される．

●口から挿入する場合は，食道に入ったらマウス
ピースを軽く歯でかんでもらうようにする．

鼻から挿入する場合

検査終了後

●❶患者の口元を清拭する．

●❷含嗽の援助をする．

●❸�検査後 2時間は禁飲食であることを伝える．また，ア
ルコール，たばこ，および刺激の強い食物は控えるよう
に伝える．

	根	拠� 咽頭麻酔の影響で，誤嚥する危険があるた
め．

副作用・合併症と対応 根拠／ポイント／注意
◦胃の不快感，腹部不快感，心窩部痛，嘔気，出血の出
現に注意する．

◦吐血，下血がみられたら速やかに報告するよう伝える．
◦抗コリン薬による散瞳により，患者に見えにくい状態
になることを伝え，車の運転を控えるよう説明する．

▶めまい（眩
げん

暈
うん

），ふらつき，口渇，嘔気，胃部不
快，眠気，便秘，排尿障害などにも注意する．

記録・報告
◦日時，検査方法，生検・治療の有無．�➡⇨経過を把握する際に必要となる．
◦使用した薬剤の種類，量，投与方法，副作用の有無．
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●❼スコープを挿入する．

●❽�胃液の吸引，スコープのアングル操作，送気，送水しな
がら，胃内の観察・写真撮影を行う．
▶�場合により，色素散布，生検，局所注射などを行う．

●❾生検する場合は，生検鉗子を操作する．
▶�生検後の出血には，止血剤を散布する．

●�スコープを抜去する．

●経口の場合は，食道に入ったらマウスピースを
軽く歯でかんでもらうようにする．

●採取した組織片を受け取り，標本びんに入れる．

経鼻の場合

検査終了後

●❶患者の口元を清拭する．

●❷含嗽の援助をする．

●❸�検査後 2時間は禁飲食であることを伝える．また，ア
ルコール，たばこ，および刺激の強い食物は控えるよう
に伝える．

	根	拠� 咽頭麻酔の影響で，誤嚥する危険があるた
め．
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▶めまい（眩
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暈
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），ふらつき，口渇，嘔気，胃部不
快，眠気，便秘，排尿障害などにも注意する．

記録・報告
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